
立正大学大学院 地球環境科学研究科　博士後期課程
履修および研究指導計画のプロセス

  １年次  
４月上旬　●大学院入学式、研究科／専攻ガイダンス
 ・研究科／専攻ガイダンスでは研究科所属教員の紹介、研究科／専攻の概要、大学院生としての

心得、研究計画 ･指導計画書の作成方法などの説明を行う。
　　　　　●履修登録
 ・研究科／専攻ガイダンスの説明を踏まえて、期日までに履修登録を行う。指導教員は必要があ

れば助言等を行う。
　　　　　●研究計画 ･指導計画書の作成／提出
 ・院生は修士論文の研究計画を立案し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究計画 ･指導計画書に研究指導計画を記載し、院生と相互に内容を確認する。
４月下旬　●研究の遂行および指導
 ・院生は指導教員の指導 ･助言のもと、研究計画 ･指導計画書に沿って研究を遂行する。指導教

員は研究の進行を確認し、随時指導を行う。
５月上旬　●研究計画 ･指導計画書の確認
　　～下旬 ・ 指導教員は提出された研究計画 ･指導計画書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
６月下旬　●第１回中間発表（１年次）
 ・院生は設定した博士論文の「研究題目」「研究目的」および「研究計画」について発表を行う。

その内容について指導教員は相談を受け、指導助言を行う。
 ・院生は発表会場にて発表後、専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
10月下旬　●第２回中間発表（１年次）
 ・院生はこれまでの研究成果と今後の研究計画について発表を行う。その内容について指導教員

は相談を受け、指導助言を行う。
 ・院生は発表会場にて発表後、専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
２月下旬　●研究報告 ･指導報告書の作成／提出
 ・院生は博士論文の研究報告を記載し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究報告 ･指導報告書に研究指導報告を記載し、院生と相互に内容を確認する。
３月上旬　●研究報告 ･指導報告書の確認
 ・指導教員は提出された研究報告 ･指導報告書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
  ２年次  
４月上旬　●履修登録
 ・期日までに履修登録を行う。指導教員は必要があれば助言等を行う。
　　　　　●研究計画 ･指導計画書の作成／提出
 ・院生は博士論文の研究計画を立案し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究計画 ･指導計画書に研究指導計画を記載し、院生と相互に内容を確認する。
５月上旬　●研究計画 ･指導計画書の確認
　　～下旬 ・ 指導教員は提出された研究計画 ･指導計画書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
６月下旬　●第１回中間発表（２年次）
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 ・院生はこれまでの研究成果と今後の研究計画について発表を行う。その内容について指導教員
は相談を受け、指導助言を行う。

 ・院生は発表会場にて発表後、専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
10月下旬　●第２回中間発表（２年次）
 ・院生はこれまでの研究成果と今後の研究計画について発表を行う。その内容について指導教員

は相談を受け、指導助言を行う。
 ・院生は発表会場にて発表後、専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
２月下旬　●研究報告 ･指導報告書の作成／提出
 ・院生は博士論文の研究報告を記載し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究報告 ･指導報告書に研究指導報告を記載し、院生と相互に内容を確認する。
３月上旬　●研究報告 ･指導報告書の確認
 ・指導教員は提出された研究報告 ･指導報告書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
  ３年次  
４月上旬　●履修登録
 ・期日までに履修登録を行う。指導教員は必要があれば助言等を行う。
　　　　　●研究計画 ･指導計画書の作成／提出
 ・院生は博士論文の研究計画を立案し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究計画 ･指導計画書に研究指導計画を記載し、院生と相互に内容を確認する。
５月上旬　●研究計画 ･指導計画書の確認
　　～下旬 ・ 指導教員は提出された研究計画 ･指導計画書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
６月下旬　●第１回中間発表（３年次）
 ・院生はこれまでの研究成果と今後の研究計画の発表を行う。その内容について指導教員は相談

を受け、指導助言を行う。
 ・院生は発表会場にて発表後に専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
10月下旬　●第２回中間発表（３年次）
 ・院生はこれまでの研究成果と今後の研究計画について発表を行う。その内容について指導教員

は相談を受け、指導助言を行う。
 ・院生は発表会場にて発表後、専攻所属教員や学生などと質疑応答を行う。
11月下旬　●論文、申請書等一式の提出
 ・院生（申請者）は論文、申請書等一式を大学院事務室へ提出する。
１月中旬　●博士論文口頭試問
 ・院生（申請者）は審査委員会委員（主査および副査）に博士論文の成果を示し、その内容につ

いて口頭試問を受ける。
１月下旬　●博士論文公聴会
 ・院生（申請者）は博士論文の成果を発表するための公聴会を開催する。
２月下旬　●研究報告 ･指導報告書の作成／提出
 ・院生は博士論文の研究報告を記載し、指導教員はそれを確認、必要があれば助言等を行う。
 ・指導教員は研究報告 ･指導報告書に研究指導報告を記載し、院生と相互に内容を確認する。
　　　　　●審査結果の受領
 ・院生（申請者）は審査結果を受領し、合格の場合には論文を製本し、提出する。
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３月上旬　●研究報告 ･指導報告書の確認
 ・指導教員は提出された研究報告 ･指導報告書を専攻会議および研究科委員会にて報告し、承認

を得る。
３月中旬　●大学院学位授与式

※ 開講科目の具体的な履修方法等は、４月の専攻ガイダンスや履修相談で説明します。なお、ここで示している
履修および研究指導計画のプロセスのうち学位審査の合否判定の流れは「２月合否判定」を想定しており、「10
月合否判定」の流れについては別途お問い合わせください。
　また、授業スケジュールは別途学年暦で確認をしてください。
※ 中間発表の開催時期は前後する場合がありますので、注意してください（掲示 ･地球環境科学研究科HPなど
により連絡）。
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